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【松江】

７月３０日(木）
14:00～16:00

産業医のあるある事例検討
‐実務でしくじらないために-

合同会社森口産業医事務所　代表
森口　次郎

松江テルサ
研修室１

（ 専門２単位 ）

講師の体験や判例を参考に産業医が日常業務の中で経験するかもしれない事例を紹介し、今後の産業医業務の参
考を得ることを目的とした研修です。
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【出雲】

７月２３日(木）
14:00～16:00

職場の転倒・腰痛災害を防ぐために
～運動指導のポイントと実技～

リハプランいずも合同会社　代表社員
岡村　健司

朱鷺会館
中ホール

（ 実地２単位 ）

高年齢労働者の転倒・腰痛災害は、筋力低下・バランス機能低下・姿勢変化など身体機能の経年変化が主な要因の
一つと考えられる。理学療法士としての観点からエビデンスに基づき職場での実践的運動指導―姿勢の改善・下肢
筋力強化・バランストレーニング―を紹介し、体力状況に応じた事業場での継続的な取り組みをご提案致します。

10

【浜田】

７月１１日(土）
14:00～16:00

外国人労働者の安全衛生対策
吉積労働衛生コンサルタント事務所　代表

吉積　宏治

いわみーる
３０１研修室
（ 専門２単位 ）

職場の「当たり前」が言語や文化の違いで容易にすれ違う昨今。潜在するリスクを見抜き、事故・ケガを未然に防ぐと
ともに、多様性を力に変え、より安全で健康な職場づくりを実現する。産業医としての実践的な介入ポイントを探りま
す。

9

【松江】

７月４日(土）
14:00～16:00

進めよう！化学物質の自律的管理
～ リスクアセスメントの実践ついて ～

田中安全衛生コンサルタント事務所　代表
田中　誠

松江テルサ
研修室１

（ 専門２単位 ）

労働安全衛生法に基づく化学物質リスクアセスメントの対象物質は、GHS分類により危険性・有害性が確認されたす
べての化学物質へと順次拡大されており、事業場における化学物質管理は「自律的管理」へと大きく転換しています。
本研修では、労働災害防止を目的として、事業場が主体的に取り組む化学物質リスクアセスメントの進め方について
解説します。

麻疹・結核・帯状疱疹など近年再注目される感染症を取り上げ、高齢化した職場や外国人労働者の増加を踏まえた
感染症リスクと留意点を解説します。最新動向を踏まえ、職場で実践できる感染症対策のアップデートを呼びかける
内容です。
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【出雲】

６月２７日(土）
14:00～16:00

進めよう！化学物質の自律的管理
～ リスクアセスメントの実践ついて ～

田中安全衛生コンサルタント事務所　代表
田中　誠

サン・アビリティーズ
いずも
研修室

（ 専門２単位 ）

労働安全衛生法に基づく化学物質リスクアセスメントの対象物質は、GHS分類により危険性・有害性が確認されたす
べての化学物質へと順次拡大されており、事業場における化学物質管理は「自律的管理」へと大きく転換しています。
本研修では、労働災害防止を目的として、事業場が主体的に取り組む化学物質リスクアセスメントの進め方について
解説します。
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【浜田】

６月２０日(土）
14:00～16:00

職場で役立つ感染症アップデート
：いま知っておきたいポイント

島根県立中央病院　感染症科　部長
中村　嗣

いわみーる
３０１研修室
（ 専門２単位 ）

独立行政法人 労働者健康安全機構   島根産業保健総合支援センター

会      場      等

産業保健研修会（２０２６年６月～２０２６年７月）


